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アラビア語エジプト方言における詫び表現１の機能とストラテジー
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1. はじめに
　本稿は、アラビア語エジプト方言（以下、アラビア語）における詫び表現の使い分け、語用論的機能、および詫び
のストラテジーについて、概観するものである。
自分の行為が相手にとってマイナスとなった場合に詫びる行為は、おそらくほとんどの言語生活で行われることであ
ろう。
　従来、あいさつ表現の一つとして取り上げられてきた詫び表現は、発話行為（Searle (1969)）やポライトネス研究
の枠組みにおいても欠かせないキーワードとなっている。英語、日本語、中国語などの言語では詫びに関してこれま
で多くの研究が行われてきた。
　詫び表現の形式についての研究から、詫びのストラテジー、詫びられる側も含めた談話研究へと発展を続けてい
る。さらに、詫び表現の詫び以外の語用論的機能については、中田（1989）、三宅（1994）等、談話全体の構成にお
ける詫び表現の役割は大浜 (1997）等で指摘されている。
　一方、アラビア語の詫び表現については、2000 年以降、談話完成タスクによるデータにより、表現の使い分けに
ついての分析が始まっている。しかしながらアラビア語では実際の発話データにもとづく談話の分析はほとんど行わ
れていない。そこで、まずはアラビア語の話し言葉における詫びという言語行為とその表現の周辺について体系的に
探る必要があると思われる。
　本稿では、アラビア語エジプト方言の詫び表現が使われる談話をテレビドラマや映画の発話から収集し、詫びのス
トラテジーや詫び表現語用論的機能を中心に分析を行う。分析に際しては詫び表現や談話に関する先行研究が多い日
本語や中国語と比較しつつ検証した。
　　
2. 先行研究の概観
　ここでは、これまでの日本語の詫び表現に関する研究を概観する。
　日本語の詫びや感謝の定型表現の種類を分類した初期のものとして、佐久間 (1983) 、奥津・沼田 (1985) 、金田一 
(1987)、森山 (1999) などが挙げられる。金田一 (1987)、森山 (1999) では、詫びと感謝を相対する行為として捉え、い
ずれも人間関係を修復するための方略として位置づけている。
　続いて、1980 年代後半から 1990 年代前半にかけて Searle (1969) の発話行為理論をもとに英語と他の言語との対照
研究が行われるようになった。山梨 (1986) は、詫びと感謝は、問題の行為の主体が話し手か聞き手か、また、その行
為に対し話し手がどのような心的態度を抱き、それをどのように表出するかという点で対照的な行為であると指摘し
ている。 また、中田 (1989) は、自分の行為に対する陳謝と相手の行為に対する感謝とを明確に二分している英語に
比べ、日本語では相手が行った自分にとってのプラス行為を相手にとってのマイナス行為として捉えるという見解を
示している。Coulmas (1981:80) では、”indebtedness”（恩義）の有り無しにより詫び (apology) あるいは感謝 (thanks)
行為が行われるとしている。その後、Brown and Levinson (1987) において、詫び行為 (apologize) がネガティブ・ポ
ライトネスとして取り上げられている。詫び表現や感謝表現の種類と、詫びや感謝が行われる場面やその要因を解明
しようとする量的データに基づいた実証的研究が行われるようになったのは、1990 年代以降である。
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1990 年以降は、特に質問紙調査やシナリオデータなどの量的データに基づく実証的研究が行われている。「すみませ
ん」の使用の実態調査については、酒井 (1979)、住田 (1990)、三宅 (1994)、小川 (1995) などが挙げられる。三宅 (1994)
では、日本人の大学生・大学院生とイギリス人の大学生や大学卒業直後の青年層を対象にアンケート調査を行い、日
本人の詫び表現の使い方が、相手の負担の量や話し手の利益の大小などの要因以上に、相手の種類や人間関係に強く
影響を受けていることを指摘している。さらに、小川 (1995) は、世代の異なる社会人にアンケート調査を行い、「す
みません」の使用には制約があり、感謝を表す全ての場面で使われるものではないこと、相手や状況による使い分け
だけでなく、使用する側に世代差があることを指摘している。つまり、「すみません」は、若い世代の軽い感謝のこ
とばとして、目上やソトの人に多用され、上の世代では目下や友達に対して使われる傾向があるということである。
ポイクマン・宇佐美（2005:42-43）は、謝罪を受ける側の方策に注目し、日本語母語話者と中国語母語話者を比較し、
中国語母語話者は相手のフェイスをそれほど考慮することなく、直接的な非難を行い、相手の責任を追及し、そのこ
とが、謝罪をする側に「自己弁護」という方策が誘引される。一方、日本語母語話者の場合は、相手のフェイスを尊
重しつつ間接的な方法で非難を行い、それを受けて謝罪する側は自分で自分の責任を認め、問題解決交渉を行う、こ
とを指摘している。
　アラビア語に関する詫び表現の研究は、前述のように談話完成テストデータ（以下、DCT）にもとづき、使用
状況やジェンダー差による詫びストラテジーの相違についての分類が多く見られる（Bataineh& Bataineh (2008)、 
Nureddeen (2008) など）。これらの研究は発話行為理論（に基づくものであり、詫びという一つの発話内行為
（Austin(1975),Searle(1986)）で括っており、複数の詫び表現の使い分けや詫び以外の使い方についての考察は見当た
らない。
　言語表現による機能の相違に言及しているものは寡少だが、Y.Samarah (2010) では、8 種類の詫び表現について、
社会的要素により分類し、“maʕliʃʃ” は、いずれの階層でも使われるが、公的な場では比較的使用されず、誠実さが
低い（-serious）ことを指摘している。谷口・榮谷（2010）は、苦情、誘いなど場面を設定したロール・プレイデー
タにより、詫びや感謝を示す表現の種類や使い分けを概観しているが、局所的な言及にとどまっている。谷口・榮
谷（2011）は、アラビア語エジプト方言の詫び表現や感謝表現の使い分けについて概観し、“maʕliʃʃ” が FTA(Face-
thereatening acts) の前に使われることに言及している。
3. 調査方法について
　本研究のように言語表現のバラエティや談話構造を観察するためには、会話コーパスを利用することが最も理想的
である。しかしながら、現在のところ、アラビア語の話言葉コーパスは、存在していない。これまでの研究に多く使
われたDCTによる調査では、話し言葉を回答シートに書き込むことになり、アラビア語のように正則アラビア語（フ
スハ）とアラビア語の各種方言（アンミーヤ）の区別が明確である言語では正確なデータが採取できるとは言い難い。
　言語表現の種類やその語用論的機能を絞り込めば、ロールプレイやインタビューなどの手法で自然談話に近いデー
タの収集が可能であるが、本研究のように、詫びや感謝に関する表現の全体像を捉えるにはさまざまな場面からデー
タを収集する必要がある。そこで、もっとも自然談話に近く、しかもできるだけ多くの場面における言語使用の実態
を掴むために、映画やテレビドラマでの発話を収集し文字化することにした。先行研究の調査データにはシナリオを
扱っているものもあるが、役者によっては、必ずしもシナリオどおりではなく、それぞれの場面においてより自然な
発話をする者もいることから、映画やテレビドラマでの実際の発話を文字化したほうが、自然談話に近いデータが収
集できると考えた。しかも、本研究で対象としている詫びや感謝の定型表現は、無意識のうちに発せられる場合が多
く、シナリオとは異なり、より自然な言語表現を役者が発話すると考えたからである。
　また、取り扱う映画やテレビドラマの選別にあたっては、以下の点に留意した。まず、現代を設定して、ストー
リーにできるだけ現実味があり日常的な内容のもの、できるだけ会話が自然で脚本が言語的に特殊ではなくしっかり
しているもので、映画の場合は、映画賞受賞作品など内容やシナリオの質が高いものを選んだ。
　収集したデータの出典は、次の通りである。
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表 1)
Title                Film/TVdrama Senario writer year
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
Sana ʔuːla nasˁb F Samiːra Muħsin 2004
Maʕa sabq il-ʔisraːr TV ʔaiman Salaːma 2012
ʕala gussiti F Taːmir ʔibrahiːm 2012
1/8 dastit ʔaʃraːr F Waːʔil ʕabdallah 2006
ʔiħki ya ʃahrazaːd F Waħiːd Ħaːmid 2009
Bolbol ħairaːn F Niviːn ʔil-Zuhairi 2010
Firʔit Naːgi ʕatˁlla TV Yuːsuf Maʕaːtˁi 2012
ʔil-Dada Duddi F Naːdir Sˁalaːħiddiːn 2008
ʔil-ħubb kida T ˁaːriʔ ʔil-ʔamiːr   2007
4. 調査の結果
4.1 詫び表現の数と種類
今回のデータから収集された詫び表現は以下のとおりである。2
表 2)
　表現 数 3
　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
maʕliʃʃ 41
soːri 33
ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa4 24
ʁasbin ʕann-i 2
ʔana m. mutaʔassif/f. mutaʔassifa 2
parudon 1
その他 4
 計　　　107
　“parudon” はフランス語由来、”so:ri” は英語由来の外来語が多く使われていることがわかる。これらは、詫びる
行為が軽微な場合や詫び以外の機能として使われることが多い。（Maʕa sabq il-ʔisraːr に登場するアハラムは、普
段 ”so:ri” で詫び、相手に重大な損失を与えた場合は、ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa を使用して詫びている）
　“maʕliʃʃ” は、正則アラビア語（フスハ）では使われないが、エジプト方言（アンミーヤ）による日常会話では頻
繁に聞かれる表現である。“maʕliʃʃ” について、辞書には、① I never mind, don’t worry about it. ② sorry! excuse 
me!(『A Dictionary of Egyptian Arabic』 Librairie du Liban 1986) と記述されており、相手の行為に対する受け入れ
と自分の行為についての詫びという相反する用法を有することになる。①の用法で使われているものはデータから削
除した。
4.2 詫び表現の機能
　Brown and Levinson(1987) は、Goffman(1967) のフェイス (face）という概念を取り入れ、人には次のような二つの
フェイスが存在するとしている。
a.  ポジティブ・フェイス (positive face)：縄張り、個人的領分、邪魔されない権利－つまり、行動の自由と負担から
の自由－に対する基本的要求
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b.  ネガティブ・フェイス (negative face)：相互行為者 (interactants) が求める肯定的な、一貫した自己イメージ、つ
まり「人格」（重要なのは、この自己イメージが評価され、好ましく思われたいという欲求を含んでいることであ
る）5
　そして、これらのフェイスを脅かす行為を FTA(Face-threatening acts) とし、FTA への配慮として、ポジティブ・
ポライトネス並びにネガティブ・ポライトネスを挙げている。相手に対する誘い、依頼や要求は、ネガティブ・フェ
イスを脅かすものになり、相手からの依頼や要求を断る行為はポジティブ・フェイスを脅かす行為と考えられる。ま
た Brown and Levinson(1987) では、FTA を緩和するネガティブ・ポライトネス（negative politeness）の方策の一
つとして ”Apology” が挙げられ、これまでの研究で、日本語の「すいません」や中国語の “ 不好意思 ”（＝すみませ
ん）などの表現が、依頼、断りの場面で使用されることが指摘されている (blum-Kulka 他 (1989)、柏崎 (1993)、生駒・
志村 (1989）等 )。
　謝罪表現を含む談話を意味公式（Beebe 他 (1990) 等）を参考にコーディングした。
　“maʕliʃʃ” が依頼や抗議など FTA の前置きとして使われることは、谷口・榮谷 (2011) と同様の結果であった。
表 3)
機能 数 言語表現 6
　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
詫び 71 maʕliʃʃ (22)  soːri (27)
	 	 ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa (21)　ʁasbin ʕann-i (2)
	 	 ʔana m. mutaʔassif/f. mutaʔassifa (2) その他 (4)
断り（の前置き） 7 maʕliʃʃ (6)  soːri (1) 
要求・依頼（の前置き） 7 maʕliʃʃ (5) soːri (1) ʔana m. ʔaːsif (1)
抗議（の前置き） 2 maʕliʃʃ (2) 
不満（の前置き） 2 maʕliʃʃ (1) soːri (1)
質問（の前置き） 2 soːri (2) 
言い訳（の前置き） 2 pardon (1) ʔana m. mutaʔassif (1)     
否定（の前置き） 1 soːri (1)
感謝 4 maʕliʃʃ (3)  ʔana m. ʔaːsif (2)    
話題転換 2 maʕliʃʃ (2)
　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 計 100
4.3　詫びストラテジーの構成要素
　発話行為「詫び」を中心とする談話のパターンを見たところ、相手から非難、苦情、叱責、不満あるいは注意を受
けて詫びを示す談話 24 件の談話構造には次のようなパターンが見られた。
　　　        　　　　　　　　　　
詫び表現＋言い訳　　　　  　(22)　
詫び表現＋詫びる行為の言明   (1) 
詫び表現＋φ                        (1)
　谷口 (2001) では、日本語のテレビドラマや映画での発話データのうち、相手から非難、苦情、叱責、不満あるいは
注意を受けて詫びを示す談話 31 件のうち、最も多いパターンは詫び表現のみの発話 21 件であり、詫び表現＋言い訳
のパターンは 1 件のみであった。つまり、人から不満など自分のマイナス面を指摘された時に日本語では詫びる行為
のみを行うが、アラビア語の場合は、行為についての理由を説明したり、自分の正当性を述べる場合が多いと言えよ
う。詫びのストラテジーにおける意味公式の構成要素の数を比べると、アラビア語では 3 パターン（「言い訳＋詫び
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表現＋詫びる行為」は 3 と数える）が多く、1 パターン（詫び表現のみ）や 2 パターン（詫び表現＋詫びる行為）が
多い日本語と比べて発話が長いと言える。東 (1997:175) には、ドイツ語やフランス語などの欧米語と比べてアラビア
語は日本語と同様に高コンテキスト言語として挙げられているが、アラビア語話者と日本語話者を比べると、アラビ
ア語話者のほうが饒舌であり、言い訳も多いということであろうか。
4.4 自分のプラスは相手のマイナス
　使役構文に詫び表現が後接される場合は、使役主体が自分の利益のために動作主体を使う ” つかいだて性 ” （早津 
(2007) による）を持つ場合に限られる。また、意志動詞の場合、聞き手に対して話し手が依頼した事柄を聞き手が遂
行した（あるいは遂行中）後に発せられるものである。以下に例を挙げる。
例 1) 　桜子「とうちゃん　ごめん　うそつかしてごめん」　　　　　　
 ―やまとなでしこ
　しかし、聞き手に対して強制ではなく依頼をした場合や話し手の利益になることを聞き手が自ら行った場合であっ
ても、使役構文が使われる場合がある。
　次の例は、親しい同僚に休日を返上してプライベートな用事を手伝ってもらったことを詫びている場面である。
　
例 2) 　杏子「ごめんね　休みなのにつきあわせちゃって 7)」       
 ―ビューティフル・ライフ
　使役構文を授受的補助動詞と比較したものには次のような考察がある。奥津・徐 (1981) では、a  「私は彼にピアノ
をひいてもらった。」　と、b「私は彼にピアノをひかせた。」を比べて、「私」が「彼」に要求し、その結果「彼がピ
アノをひく」という行為が実現したという文の意味は共通しているが、「させる」を使うと尊大で強制的な感じを与
えることから、事実としては明らかな使役行為であっても「～もらう」が使いやすいとしている。また、「～てもらう」
は、その基本的意味から派生し、文脈によって使役行為の謙譲的表現になると述べている。益岡 (2001) では、a 「私
はきのう田中君に辞めてもらった。」 b「私はきのう田中君を辞めさせた」のような対立について、強制性の有無にお
いて対立しているのであり、恩恵性の意味を強く帯びることはないとしている。
　例 4) では、話し手は同僚に手伝いを依頼したか、あるいは同僚自らが話し手に手伝うことを申し出たことが想像
されるので、「休みの日につきあってくれてありがとう」と表現してもよいのだが、あえて使役構文が使われている
理由は、使役構文の使用によって、相手へ負担をかけたことを誇張するという待遇的配慮であると思われる。使役構
文のあとに感謝表現は使えず（＊ SCV ＋ 感謝表現 ）、詫び表現が後接される（ SCV ＋ 詫び表現 ）。
　中田 (1989:202) は、日本語では、相手の行為で恩恵を受けた場合でも謝罪表現を使うことがあることから、自分の
プラスと相手のマイナスを自動的に結びつける傾向が強い点を指摘しているが、“maʕliʃʃ” にも同様の使用がある（谷
口・榮谷 (2011) で既出）。
　アラビア語にも感謝の場面において詫び表現と使役表現が使われる例が見られた。
次の例では、常に自分に対して献身的に接してくれるセイフ（男性）に対して、ハビーバ（女性）が、感謝をする場
面である。
例 3）
ħa biː ba:　maʕliʃʃ ana taʕabtɑk 　　　maʕaya men yoːm ma ʔabelteni wenta
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               marra　 twaṣalni 　　we 　　marra ansa 　maʕaːk 　el aflaːm fi elʕarabeyya. 
               heyya eẓ-ẓuruuf keda. ħaẓẓak 　　baʔa.
　（ハビーバ： 私に会った日以来、あなたを疲れさせて、ごめんね。一回、私を送ったり、一回、あなたの車に映画
の CD を忘れたり。状況はこうだ。あなたの運（バッドラック）だ。）
seːf:：da ana ħaẓẓi 　zai 　elful.
            enti ʕarfa eẓ-ẓuruuf lamma betetʔabel maʕa elħaẓ beyeʕmelu ħagaːt ketiːr
            agmal 　　　memma 　　natawaqaʕ.
　（ セイフ：僕の運は茉莉花のようだ。知ってる？状況は運と遭遇したら、私たちが期待していることよりきれいな
ことをするさ。）
ħa biː ba: maʕliʃʃ ana dawaʃtak maʕaya.
　（ハビーバ：あなたに迷惑かけてごめんね（煩いことして））
seːf: dawaʃtini  maʕaki? 　　　enti leː mkabbara 　elmawduːʕ 　keda! 
      enti ʕarfa 　en ana batmanna kol yoom tensi maʕaya 　ħaga wa eddeweʃ 
      ed-dawʃa el-ħelwa di.
　（ セイフ：僕に迷惑？なんでこのことをこのように大きくしてるの？知ってる？僕は毎日君が僕と何かを忘れて、
このようなかわいい迷惑がかかることを願ってる。）
 ―ʔil-hubb kida
　ハビーバは、自分を送ってくれたり、忘れ物を取りに行ってくれたことについて感謝の意を示す代わりに、使役表
現を用いて、「あなたを疲れさせてごめんね」と詫びている（taʕabtɑ 疲れる→ 　 taʕabtɑ ＋ k（使役マーカー））。
　このように、アラビア語も日本語と同様に、相手の行為で自分が利益を得た場合について、受け手側の視点で感謝
するだけでなく、行為者側の視点になって詫びるという２種類のパターンが見られる。後者のストラテジーは、中
国語や英語ではそれほど頻繁には行われないようである。中国語では、”rang ni jiu deng “（待たせてごめんなさい）
のように定型的な表現で使役が使われる。英語では、”Thank you for waiting” のように受けて側の視点で感謝する
場合が一般的である。7
  
　相手の行為で恩恵を受けた場合に謝罪表現を使うことが比較的多い点では、英語や中国語と比べると、アラビア語
は日本語に近いと言えよう。
5. おわりに（まとめ）
　アラビア語は、相手の行為が自分の利益になった場合、感謝するストラテジーのほかに、相手の負担に言及して詫
びるストラテジーが取られることがわかった。この点は、日本語と類似している。また、詫びのストラテジーの構成
要素の数が日本語の場合より多く、言い訳も多く聞かれることがわかった。
　本稿での調査はテレビドラマの発話データをもとに分析したものであり、自然談話で同様の結果が出るとは限らな
い。ただしアラビア語の詫び表現の語用論的機能や詫びのストラテジーについて概観することができたと思う。映画
やテレビドラマの発話データは言語使用の規範意識を探る上でも有効であると思われる。今後、ロールプレイなどで
条件統制を行ったデータを取得し、検証を進めたい。さらに、日本語と比べてアラビア語の低コンテクスト性を知る
こともできた。アラビア語母語話者が日本語を使用する際に、相手に対して自分の行為の言い訳をしたり、説明をす
ることが予測される。
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注
1　 Apology の日本語訳として、「謝罪」「謝罪表現」という言葉が使われるが、「謝罪」は個人ではなく、組織間の公的な行為として使
われることが多く、本稿では個人対個人の言語行為に注目することから、「詫び」「詫び表現」という言葉を使うことにした。
2　 間接的に詫びを示すものは本データには含めなかった。
3　 一談話に複数の詫び表現が使用されることがあり、合計数は談話数と異なる。
4　 m. は男性形、f. は女性形を示す。
5　 Brown and Levinson (1987{1978}) の邦訳『ポライトネス　言語使用における、ある普遍現象』田中典子監訳、研究社、2011:79）による。
6　 一つの機能に複数の表現が使用されていることから、合計数は総数と異なる。
7　 英語でもよほど相手に負担をかけたり、強い負い目を感じた場合は、”I’m sorry to cause you trouble.”、“I’m sorry I took up 
some of your time.”のように表現することもある。
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Pragmatic Function of Expressions and Strategies of 
Apology in Arabic (Egyptian Dialect)
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This paper is a research conducted by collecting utterance data of TV-drama and films and analyzing the 
functions of expressions of apology and strategies of apology in Arabic language (Egyptian dialect) comparing with 
Japanese and other languages.
 The research paper compares the findings in Arabic with those in Japanese and other languages.
In this research , there are two main findings. First, on occasions of appreciation, the speaker uses expressions 
of apology in addition to causative phrases. Second, in structuring strategies of apology in Arabic, the number of 
elements (semantic formula) is bigger than those in Japanese structures.
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